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第 52 回熊本県精神保健福祉士協会 定例研修会のご案内 

 

  残暑の候、皆様におかれましては益々ご健勝のこととお慶び申し上げます。 

  このたび、第 52 回 定例研修会として「親子メンタルヘルス研修 家族支援と機関協働

～課題を抱える家族のケースから考える～」を開催することとなりました。 

 

精神保健福祉士が活動する分野は、近年、医療、福祉、行政、司法、教育と大幅に広が

りました。また家族支援において、各分野のソーシャルワーカーの連携や協働が求められ

る機会が増えてきています。直接支援するクライエントに焦点を充てると同時に、家族機

能の視点を持つことは、当事者やその家族のエンパワメントの第一歩となります。 

 

今回の研修は、精神保健福祉士として精神科病院での勤務の後、福岡県を中心にスクー

ルソーシャルワーカーとして活動する傍ら、性犯罪加害者の更生やソーシャルアクション

を通して行政と一緒に子どもにやさしい街作りを目指し日々奔走されるなど、各方面でご

活躍されている高口恵美さんを講師としてお招きいたします。 

 

 講話、グループワークを通して、違う分野で働いている精神保健福祉士同士、一つのケ

ースをそれぞれの立場から考察し、協働支援のあり方や実践などを皆様と一緒に考える機

会になればと思います。 

 

つきましては、是非多くの方にご参加いただきますようご案内申し上げます。  

また研修会終了後、懇親会を行いますのでこちらも多くの方のご参加をお待ちしていま

す。 

以上 



第 52 回熊本県精神保健福祉士協会 定例研修会 

「親子メンタルヘルス研修 家族支援と機関協働」 

～課題を抱える家族のケースから考える～ 
 

【日 時】  平成 29 年 10 月 7 日（土） 14：00～17：00  

                       （受 付 13：30～） 

【場 所】  国立病院機構熊本医療センター2 階 地域医療研修センター研修ホール  

熊本市中央区二の丸 1-5 

【内 容】 １ 講話 「家族支援と機関協働～スクールソーシャルワーカーからの発信～」 

講師 高口 恵美 氏       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ グループワーク 

  

【参加費】  熊本県精神保健福祉士協会会員     無 料 

     （公益社団法人日本精神保健福祉士協会会員であることが必要です。） 

                             非 会 員  1,000円    学 生  500円 

【懇親会】  時間 :  18:30～ 

       場所 :  酒湊本店（熊本市中央区新市街 4-18 TEL096-352-7117） 

       会費 :  4,000 円 

 

※ 懇親会のキャンセルにつきましては 10 月 4 日（水）までに必ず担当者（向陽台病院 岩井）

までご一報ください。ご連絡なしで欠席の場合は実費相当額を徴収させていただきます。 

 

※ 会場の駐車場をご利用の際は、無料処理をいたしますので、駐車券を会場までご持参くださ

い。 

 

【申し込み方法】 ホームページもしくはＦＡＸ（別紙）にてお申込み下さい。 

★ホームページでのお申込み方法★ 

熊本県精神保健福祉士協会ホームページ（http://www.kupsw.jp/）からお申し込みください。

（9 月 8 日から使用できる予定です） 

  

締め切り 平成 29 年 9 月 29 日(金) 

お問い合わせは、向陽台病院 岩井まで（電話 096-272-7211） 

《講師プロフィール》 

資格：精神保健福祉士 ・ 社会福祉士 ・ 介護支援専門員 

職歴：精神科病院  精神科ソーシャルワーカーとして勤務 

高齢者・障害者 在宅支援センター  管理者として勤務 

筑後市・香春町 スクールソーシャルワーカーとして勤務 

現職：大牟田市・八女市  スクールソーシャルワーカー 

南筑後教育事務所 スクールソーシャルワーカー スーパーバイザー 

共著：学校ソーシャルワーク演習（ミネルヴァ書房 2010 年） 

スクールソーシャルワーカー実践事例集（中法法規 2014 年） 


